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と

遠
わ

の会」について
■ 被爆71周年平和関連行事の紹介
■ 原爆死没者名簿風通し
■ アジア青年平和交流事業　企画募集、発表・審査会のお知らせ
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平和案内人育成講座修了式（2016 年 3 月 8 日 原爆資料館平和学習室）

PEACE GUIDE
私たちが

案内します

150号

■公益財団法人 長崎平和推進協会  〒852−8117 長崎市平野町7番8号  ■電話（095）844−9922  FAX（095）844−9961
http://www.peace-wing-n.or.jp

2016.6

継承の担い手として 5 月にデビューした 第 6 期生平和案内人
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平成 27 年度 事業報告

Ⅰ  平和推進事業　▸▸▸　32,425,384円

Ⅱ  長崎原爆資料館運営事業（長崎市から受託）　　　　　　　　　　　　　 ▸▸▸　 16,614,555円

Ⅲ  長崎原爆資料館図書資料収集整理事業（長崎市から受託）　　　　　▸▸▸　 5,010,445円

Ⅳ  国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館運営事業（国から受託）　　　▸▸▸　207,032,869円

Ⅴ  収益事業　▸▸▸　20,891,851円

Ⅵ  その他管理運営に係る費用　▸▸▸　2,853,258円

　
被
爆
70
年
だ
っ
た
平
成
27
年
度
、
核
兵
器
廃
絶
と
世
界
恒

久
平
和
の
実
現
を
目
指
し
、
長
崎
平
和
推
進
協
会
は
新
た
な

事
業
や
、
今
ま
で
の
事
業
を
拡
大
す
る
な
ど
、
皆
さ
ま
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
様
々
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

会報「へいわ」( 年 4 回 )、協会の事業概要をまとめた「平和のあゆみ」」( 年 1 回 )、
情報 BOX（毎月）の発行、会員勧誘リーフレットの作製

被爆体験講話者の派遣

被爆の実相を伝えるため、修学旅行

生等に被爆体験講話を実施した。

派遣実績 1,369 件（175,641 人）　

　小学校 570 件　中学校 428 件　

　高　校 244 件　一　般 127 件

被爆 70 年ナガサキ原爆写真展

原爆被災者の救護所になった新興善

小学校跡地で協会の写真資料調査部

会が約 130 点の写真を展示した。

期　間：7月 22 日～ 8月 3日

場　所：長崎市立図書館多目的ホール

入場者：約 3,600 人

被爆体験講話者の県外派遣

原爆について知る機会の少ない県外

の方々に被爆体験講話を聞いてもら

うため、講話者を派遣した。また、

長崎県主催事業に協力した。

【派遣実績】青森県、宮城県、福島県（2

市）、埼玉県、千葉県、神奈川県、新

潟県、岐阜県、静岡県、三重県、大阪府、

鳥取県、広島県、宮崎県（計 15件）

県内10自治体、県外11大学

姜
カ ン

尚
サン

中
ジュン

氏講演会　　　　　　　　　
「ナガサキとフクシマの間 -　　
　　　　　核なき世界を求めて」

満員の入場者の胸に強く訴える講演内

容であった。

開催日：12 月 13 日

場　所：平和会館ホール

入場者：約 650 人

原爆被災写真パネル、

DVD （ビデオ） の貸出

修学旅行等の事前学習や写真展等の開

催に役立ててもらうため、貸し出しを

行った。

写真パネル：19 件

DVD（ビデオ）：202 本

国連軍縮週間行事「市民のつどい」

国連憲章が発効した10月24日から1週

間の「国連軍縮週間」に合わせ、平和意

識の高揚に寄与するために開催した。

戦時食・エコ風船・折り鶴コーナー、

ミニコンサート、原爆被災写真展、

ポップコーン・綿菓子コーナーなど

開催日： 10 月 24 日

場　所：原爆資料館階段下広場

平和推進事業

❶ 発 刊 事 業　▸▸▸  1,076,829 円

❷ 啓 発 事 業　▸▸▸  3,274,132 円

❸ 調 査 研 究　▸▸▸  130,700 円

❹ 育 成 事 業　▸▸▸  5,385,543 円

❺ 人 件 費　▸▸▸  19,095,567 円

❻ その他経費　▸▸▸  3,462,613 円 被爆 70 年ナガサキ原爆写真展 in 長崎市立図書館

❶
発刊事業

❷
啓発事業

被爆 70 周年
新規事業

被爆 70 周年
拡大事業

新規

新規

拡大

拡大
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Ⅱ  長崎原爆資料館運営事業（長崎市から受託）　　　　　　　　　　　　　 ▸▸▸　 16,614,555円

Ⅲ  長崎原爆資料館図書資料収集整理事業（長崎市から受託）　　　　　▸▸▸　 5,010,445円

Ⅳ  国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館運営事業（国から受託）　　　▸▸▸　207,032,869円

Ⅴ  収益事業　▸▸▸　20,891,851円

Ⅵ  その他管理運営に係る費用　▸▸▸　2,853,258円

平和・軍縮関係の会議やシンポジウム等に協会役員及び職員を派遣し、情報収集や関係機関との
交流・意見交換を行った。

　原爆資料館展示室での観覧料収納や、正面玄関での総合案内をはじめ、展示の案内や平和公園周辺の被爆遺
構も含めた案内を行った。

　原爆資料館の図書室において、原爆被爆の実相や平和推進に関する様々な書籍の購入や資料の収集、整理を
行った。

　「原子爆弾被爆者に対する援護に関する法律」に基づき、平成 15 年に開館した追悼平和祈念館の管理・運営や、
原爆死没者の追悼と平和祈念に関する様々な事業を実施した。

　法人の事業を管理するため委員会、理事会、評議員会等を開催する費用等に支出した。

　原爆・平和に関する図書や平和意識啓発のためのグッズ等を原爆資料館のミュージアムショップで販売した。

遺影の登録、証言等の収集・映像制作、海外原爆展、被爆体験記朗読ボランティア、ピースネット、平和ボランティア育成外国語講座、

長崎国際平和映画フォーラムの実施 など

【主な販売品】書籍：「長崎原爆資料館（児童図書）」「原爆被爆記録写真集」「ながさき原爆の記録」等 11,564,574円（前年度比15.3％UP）

物品：Ｔシャツ、折り鶴ストラップ、キーホルダー、ピンバッジ、ミニタオル」等 　 12,075,327円（前年度比18.7％UP）

部会活動

平和意識の啓発・高揚を図るために、

協会会員で組織する 4 部会が自主的

な活動を行った。

① 継承部会 (44人)

② 写真資料調査部会 (9人) 

③ 国際交流部会 (23人)

④ 音楽部会 (11人)

平和案内人育成

平和案内人の需要と重要性が高まって

いることから、新たに第 6 期生を育成

した。

講座期間　12月5日～3月8日

　　　　　（全 15 回）

第 6期生修了者数　30 人

平和案内人派遣

修学旅行生や観光客を対象に、原爆資

料館や追悼平和祈念館、被爆遺構碑め

ぐりなどのガイドを実施した。

［利用者数］資料館常駐 10,853 人

碑めぐり予約 18,353 人

資料館予約　 2,867 人

平和活動支援、 秋月グラント

協会の活動趣旨と合致するシン

ポジウム、音楽会、外国人弁論

大会などの活動に対して共催・

後援及び助成を行った。

アジア青年平和交流事業

県内の高校・大学生が提案した平和に関

する企画を、若者自身の手で実施した。

・活水高等学校平和学習部

　「ふりそでプロジェクト」

・長崎外国語大学「国際交流プロジェクト」

・長崎大学「Peace'story JPN」

・長崎県立大学「金村研究室」

① ②

③ ④

❸
調査研究

❹
育成事業

新規

拡大

拡大

拡大
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　あの惨禍から70年目の節目を迎えた昨年度、継
承部会員は過去最多の1,369 件の被爆体験講話
を行い、175,641 人に被爆者の生の声を聴いてい
ただきました。新しい継承部会員も加わり、できる
限り多くの人に自分の体験を直接届けようと頑張っ
ていらっしゃいますが、体調不良を訴える方も増えて
います。
　今年、継承部会員の平均年齢は80.5 歳。直
接お話をすることもだんだん難しくなってきているの
が現状です。

　継承部会では、ここ数年、「被爆体験の継承」と

いう点に焦点をあてて様々な取り組みがなされて

きました。

　その一つとして、9 人の部会員で「継承交流班」

が結成されています。継承交流班では、毎月一回

は会合を開き、「被爆体験の継承のためには、自分

たち継承部会員は何をするべきか」などが話し合

われてきました。

　その中で、「まず、被爆体験の継承の担い手とな

るような色々な取り組みをしている人たちとの意

思疎通が必要だ」ということになり、交流会が開

かれています。

　1 回目は、平和案内人の班長、紙しばい会代表、

朗読ボランティア「永遠の会」副代表と継承交流

班 16 人が参加して行われました。2 回目は、朗読

ボランティア「永遠の会」のメンバーと継承交流

班など約 20 人が参加して意見交換をし、理解を深

めました。

　継承交流班では「若い人たちの熱意は大したも

のだ。被爆体験の継承のためには、それに応える

自分たち（被爆体験講話者）の熱意が必要なのだ」

という感想も聞かれました。今後も、交流会を行い、

被爆体験講話者の生き様や思いを伝えていこうと

いう機運が増しています。　

■被爆体験講話

　依頼を受け原爆資料館等で被爆体験講話を行います。

■班活動

 ・ピーストーク研修班 　　・原爆遺跡研修班

 ・軍縮週間市民のつどい班 ・広報班

 ・ピースネット交流班　　 ・継承交流班

【問合せ】長崎平和推進協会　☎ 095-844-9922

　　　　　　　　　　　　　htpp://www.peace-wing-n.or.jp/

　

２
年
前
に
京
都
へ
転
居
さ
れ
た
尾

畑
さ
ん
が
久
し
ぶ
り
に
長
崎
へ
帰
っ

て
き
ま
し
た
。
一
人
で
京
都
か
ら
新

幹
線
と
特
急
を
乗
り
継
い
で
来
た
そ

う
で
、
相
変
わ
ら
ず
足
腰
も
し
っ
か

り
し
て
い
て
、
元
気
に
階
段
を
上
っ

て
き
ま
し
た
。

　

尾
畑
さ
ん
は
京
都
で
も
同
志
社
大

学
や
婦
人
会
か
ら
呼
び
か
け
が
あ
り
、

被
爆
体
験
講
話
を
続
け
て
い
る
そ
う

で
す
。

　

原
爆
資
料
館
で
ち
ょ
う
ど
行
わ
れ

て
い
た
永
遠
の
会
の
朗
読
会
を
聞
き
、

「
テ
レ
ビ
で
見
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

初
め
て
朗
読
を
聞
い
た
。
生
で
聞
く

の
が
い
い
」
と
感
心
さ
れ
、
継
承
の

担
い
手
と
し
て
永
遠
の
会
や
平
和
案

内
人
に
頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
の
エ
ー

ル
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
尾
畑
さ
ん
が
引
き
寄
せ
た

の
か
、
偶
然
に
も
他
の
継
承
部
会
員
、

平
和
案
内
人
に
会
い
、
皆
さ
ん
「
尾
畑

さ
ん
に
会
え
て
よ
か
っ
た
。
元
気
を
も

ら
っ
た
」と
再
会
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

「
長
崎
で
活
動
し
て
い
る
継
承
部
会
員

も
ま
だ
ま
だ
が
ん
ば
っ
て
ほ
し
い
」
と

激
励
を
い
た
だ
き
、
尾
畑
さ
ん
を
目

標
に
頑
張
ろ
う
と
決
意
を
新
た
に
し

た
一
日
で
し
た
。

交
流

会員数／44 人　　　　　　平均年齢／80.5 歳
　　　　　　　　　　　　　　　　　（最年長 98 歳、 最年少 72 歳）
活動開始／昭和 58 年 2 月
平成 27 年度活動実績／1,369 件 （175,641 人）
　・ 小学校　　　570 件　　・ 中学校 428 件　　
　・ 高等学校　244 件　　・ 一般　　127 件

　

自
ら
の
被
爆
体
験
や
廃
墟
と
化
し
た
長

崎
の
街
の
様
子
、
原
爆
の
悲
惨
さ
、
非
人

道
性
な
ど
を
修
学
旅
行
生
や
長
崎
の
小
中

学
校
、
一
般
の
方
々
に
語
り
、
平
和
の
尊
さ
、

核
兵
器
の
恐
ろ
し
さ
を
訴
え
続
け
て
い
る
。

　

ま
た
。
６
つ
の
班
に
分
か
れ
様
々
な
活

動
を
行
っ
て
い
る
。

平和案内人 継承部会

最年長の継承部会員・尾畑正勝さん
（被爆当時 27 歳）から元気をいただきました

平和案内人

継承部会

永
と

遠
わ

の会

子ども達に被爆体験講話を行う継承部会員

現在
98歳 !

被爆71周年　これからの平和活動
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■常駐朗読

・毎週土曜 ･日曜 13 時～ 15 時

・場所　追悼平和祈念館

■朗読会 「９日を忘れない」

・毎月 9日 11 時 2 分〜約 30 分

・場所　原爆資料館いこいの広場

■外部派遣

　 学校や公民館等ご希望の場所に伺い、朗読を行います。

■常駐ガイド

 ・毎日 10 時～ 16 時

 ・場所　原爆資料館

■予約ガイド （碑めぐり ・ 資料館予約）

　事前にお申込みいただき、原爆資料館や追悼平和祈念館、

被爆遺構を巡ります。

【問合せ】追悼平和祈念館　☎ 095-814-0055

　　　　　　　　　　　htpp://www.peace-nagasaki.go.jp/
【問合せ】長崎平和推進協会　☎ 095-844-9922

　　　　　　　　　　　　　htpp://www.peace-wing-n.or.jp/

活動を開始した第 6 期生

　

５
月
27
日
、
オ
バ
マ
大
統
領
の
歴

史
的
な
広
島
訪
問
の
日
と
、
私
の
案

内
人
と
し
て
の
デ
ビ
ュ
ー
の
日
が
偶

然
に
も
重
な
り
、
忘
れ
ら
れ
な
い
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。
ワ
ク
ワ
ク
、

ド
キ
ド
キ
の
中
、
関
西
か
ら
の
少
人

数
の
グ
ル
ー
プ
を
40
分
間
、
案
内
し

ま
し
た
。
途
中
、
涙
を
流
さ
れ
る
女

性
も
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
周
り
を
見

渡
す
余
裕
も
な
く
、
終
わ
っ
て
み
れ

ば
男
性
の
方
か
ら
も
「
涙
腺
が
弱
く

な
っ
て
し
ま
っ
て
」
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
シ
ョ
ッ
ク
で
言
葉
を
失
う
と
い

う
の
が
来
館
者
の
正
直
な
感
想
だ
と

思
い
ま
す
。

　

な
に
も
私
の
説
明
が
良
か
っ
た
の

で
は
な
く
、
写
真
・
展
示
物
等
を
見

て
の
落
涙
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
だ

け
言
葉
よ
り
目
に
見
え
る
物
の
方

が
、
よ
り
強
烈
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
こ
に
来
て
、

館
内
を
見
学
し
て
も
ら
う
だ
け
で
、

多
言
は
必
要
な
い
よ
う
に
感
じ
ま
す

が
、
ガ
イ
ド
と
し
て
は
そ
う
も
言
っ

て
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
発
す
る
言
葉

か
ら
も
何
か
を
感
じ
と
り
、
平
和
へ

の
思
い
を
強
く
し
て
帰
っ
て
も
ら
え

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
だ
、
点
数
を
つ
け
る
レ
ベ
ル
に

は
達
し
て
い
ま
せ
ん
が
、
早
く
一
人

前
に
な
れ
る
よ
う
初
心
を
忘
れ
ず

に
、
平
和
の
尊
さ
を
発
信

し
続
け
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

６
月
12
日
、
追
悼
平
和
祈
念
館
交

流
ラ
ウ
ン
ジ
に
お
い
て
、「
被
爆
体

験
を
語
り
継
ぐ
永
遠
（
と
わ
）
の
会
」

に
よ
る
今
年
度
初
め
て
の
定
期
朗
読

会
「
十
代
の
原
爆
」
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

今
回
は
、
祈
念
館
で
現
在
開
催
し

て
い
る
企
画
展
「
十
代
の
原
爆
」
に

あ
わ
せ
、
学
徒
報
国
隊
の
少
年
た
ち

の
被
爆
体
験
を
中
心
に
、
開
戦
か
ら

終
戦
そ
し
て
戦
後
の
日
々
を
朗
読
で

伝
え
ま
し
た
。
約
50
人
の
方
に
聞
い

て
い
た
だ
き
、
来
場
者
か
ら
は
「
10

代
の
体
験
記
な
の
で
、
想
像
す
る
こ

と
が
で
き
て
苦
し
い
」

「
初
め
て
聞
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ

し
い
」
な
ど
の
声
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
研
修
を
重
ね
つ
つ
、

朗
読
を
と
お
し
て
多
く
の
方
々
に
被

爆
の
実
相
を
伝
え
て
い
き
ま
す
。

　

今
年
度
の
定
期
朗
読
会
は
、
10
月

16
日
と
来
年
２
月
12
日
に
実
施
予
定

で
す
。

登録者数／63人　　平均年齢／62.8 歳
活動開始／平成 26 年 4 月
平成 27 年度活動実績 （聴講者数 ）／102 件 （4,624人）
　・ 定期朗読会 3件　・ 朗読派遣 33 件
　・ 常駐朗読 61 件　　　・ その他 5件

登録者数／185 人　　　平均年齢／65.6 歳
活動開始／平成 17 年 4 月
平成 27 年度活動実績 （利用者数）／3,617 人 （32,073 人）
　　　・ 常駐ガイド　　　　1,459 人 （10,853 人）
　　　・ 碑めぐり予約ガイド 1,841 人 （18,353 人）
　　　・ 資料館予約ガイド　　317 人 （2,867 人）

　

体
験
記
等
の
朗
読
を
と
お
し
て
被
爆
の

実
相
を
伝
え
る
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
平

成
24
年
度
か
ら
２
年
間
の
追
悼
平
和
祈
念

館
に
お
け
る
育
成
講
座
修
了
後
、
活
動
を

開
始
。
現
在
は
、
定
期
朗
読
会
、
外
部
派
遣
、

祈
念
館
常
駐
、
黒
本
発
掘
の
４
チ
ー
ム
に

分
か
れ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

被
爆
の
実
相
と
平
和
の
尊
さ
を
伝
え
る

こ
と
を
目
的
に
、
原
爆
資
料
館
や
追
悼
平

和
祈
念
館
、
被
爆
建
造
物
等
の
案
内
を
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
。
平
成
16
年
度

よ
り
育
成
講
座
を
開
始
。
昨
年
度
は
6
期

生
が
育
成
講
座
を
修
了
し
、
5
月
か
ら
活

動
を
開
始
し
て
い
る
。

被爆体験を語り継ぐ 永
と

遠
わ

の会 平和案内人

朗読会 「9 日を忘れない」

平
和
案
内
人
６
期
生

大
島 

潤
さ
ん

定期朗読会「十代の原爆」開催 平和案内人としてのデビュー
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71

周年
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長
崎
平
和
音
楽
祭 

Vol.31

時

間　

14
時
～
16
時

場

所　

原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル

主

催　

長
崎
平
和
音
楽
祭
実
行
委
員
会

共

催　

長
崎
平
和
推
進
協
会

入
場
料　

一
般 

千
円
、
中
高
生 

五
百
円

　

被
爆
者
で
故
・
山
口
仙
二
さ
ん
の
半
生
を
描

い
た
合
唱
構
成
「
ノ
ー
モ
ア
・
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」。

そ
の
他
、
民
族
楽
器
の
調
べ
、
朗
読
劇
「
風
の

電
話
ボ
ッ
ク
ス
」、
鎮
魂
歌
独
唱
も
あ
り
ま
す
。

被
爆
71
年

ナ
ガ
サ
キ
原
爆
写
真
展

時

間　

８
時
30
分
～
18
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
初
日
は
13
時
～
）

場

所　

追
悼
平
和
祈
念
館
交
流
ラ
ウ
ン
ジ

主

催　

長
崎
平
和
推
進
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

写
真
資
料
調
査
部
会

共

催　

追
悼
平
和
祈
念
館

　

今
年
は
米
国
国
立
公
文
書
館
で
収
集
し
た
写
真

の
中
か
ら
「
廃
墟
の
中
に
生
き
る
人
々
」
を
中
心

に
約
50
点
を
展
示
し
ま
す
。

平
和
の
灯
と
も
し
び

時

間　

18
時
45
分
～
20
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
雨
天
の
場
合
は
延
期
）

場

所　

平
和
公
園
内　

平
和
の
泉

主

催　

平
和
の
灯
実
行
委
員
会

　

平
和
の
願
い
を
込
め
て
、
約
５
千
本
の
手
づ
く

り
キ
ャ
ン
ド
ル
を
点
灯
し
ま
す
。
コ
ン
サ
ー
ト
や

バ
ル
ー
ン
リ
リ
ー
ス
も
行
い
ま
す
。
当
日
は
キ
ャ

ン
ド
ル
を
販
売
も
し
て
い
ま
す
の
で
、
平
和
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
こ
み
点
灯
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

被
爆
体
験
を
語
り
継
ぐ

　

永と

遠わ

の
会　

朗
読
会

「
９
日
を
忘
れ
な
い
」

時

間　

11
時
２
分
黙
祷
の
後
約
30
分

場

所　

原
爆
資
料
館
い
こ
い
の
広
場

主

催　

追
悼
平
和
祈
念
館

　

「
原
子
雲
の
下
に
生
き
て
」
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
被
爆
体
験
記
を
中
心
に
朗
読
し
ま
す
。

　

平
和
祈
念
式
典

屋
内
会
場
の
お
知
ら
せ

時

間　

９
時
50
分
〜

（
予
定
）

場

所　

原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル

　

毎
年
、
平
和
祈
念
式
典
を
追
悼
平
和
祈
念
館

の
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
放
映
し
て
い
ま
し
た

が
、
原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
９
時

30
分
〜
）
で
も
行
い
ま
す
。

被
爆
71
年
・
第
28
回

な
が
さ
き
平
和
大
集
会

時

間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場

所　

原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル

主

催　

核
兵
器
廃
絶
地
球
市
民
長
崎
集
会

実
行
委
員
会

共

催　

長
崎
平
和
推
進
協
会

　
●
永
遠
の
会
に
よ
る
被
爆
体
験
記
朗
読

●
第
９
回
秋
月
平
和
賞
授
賞
式

　

（
受
賞
記
念
講
演　

土
山
秀
夫
氏
）

●
高
校
生
平
和
大
使
の
報
告
・
決
意
表
明

●
被
爆
者
歌
う
会
「
ひ
ま
わ
り
」
合
唱

被
爆
体
験
を
語
り
継
ぐ

　
　
　
　
　
　
　

永と

遠わ

の
会

追
悼
空
間
内
で
の

常
駐
朗
読

時

間　

８
時
30
分
～
19
時
30
分

場

所　

追
悼
平
和
祈
念
館
追
悼
空
間

主

催　

追
悼
平
和
祈
念
館

　　

追
悼
平
和
祈
念
館
所
蔵
の
被
爆
体
験
記
等
の
朗

読
を
行
い
ま
す
。
通
常
で
は
聞
く
こ
と
が
で
き
な

い
追
悼
空
間
で
の
朗
読
で
す
。

追悼平和祈念館
開館時間の延長

開館時間を 20 時まで延長します。
約 7 万個追悼の明かりがともる地上部の水盤も
20 時まで開放していますので、 ぜひお立ち寄りください。

　
平
和
関
連
事
業
の
紹
介

当
協
会
が
関
係
す
る
平
和
関
連
事
業
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

原
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

7/23
SAT

8/8
MON

7/24
SUN

8/9
TUE

8/9
TUE

8/8MON
〜9TUE

8/1MON
〜9TUE

8/7SUN
〜9TUE
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被
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体
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読
会

「
９
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を
忘
れ
な
い
」

時

間　

11
時
２
分
黙
祷
の
後
約
30
分
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原
爆
資
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館
い
こ
い
の
広
場

主

催　

追
悼
平
和
祈
念
館

　

「
原
子
雲
の
下
に
生
き
て
」
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
の
被
爆
体
験
記
を
中
心
に
朗
読
し
ま
す
。

　

平
和
祈
念
式
典

屋
内
会
場
の
お
知
ら
せ

時

間　

９
時
50
分
〜

（
予
定
）

場

所　

原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル

　

毎
年
、
平
和
祈
念
式
典
を
追
悼
平
和
祈
念
館

の
交
流
ラ
ウ
ン
ジ
に
て
放
映
し
て
い
ま
し
た

が
、
原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル
に
変
更
に
な
り
ま
し

た
。
長
崎
ブ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
（
９
時

30
分
〜
）
で
も
行
い
ま
す
。

被
爆
71
年
・
第
28
回

な
が
さ
き
平
和
大
集
会

時

間　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

場

所　

原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル

主

催　

核
兵
器
廃
絶
地
球
市
民
長
崎
集
会

実
行
委
員
会

共

催　

長
崎
平
和
推
進
協
会

　
●
永
遠
の
会
に
よ
る
被
爆
体
験
記
朗
読

●
第
９
回
秋
月
平
和
賞
授
賞
式

　

（
受
賞
記
念
講
演　

土
山
秀
夫
氏
）

●
高
校
生
平
和
大
使
の
報
告
・
決
意
表
明

●
被
爆
者
歌
う
会
「
ひ
ま
わ
り
」
合
唱

原爆死没者名簿風通し

　5 月 26 日、追悼平和祈念館交流ラウンジにおいて、原爆死没者名簿の

風通しが行われました。

　長崎市職員により一冊一冊整然と並べられ、11 時 2 分に黙祷が捧げら

れた後、職員が一枚ずつ丁寧に名簿をめくり外気にあてました。

　風通しを終えた名簿 171 冊（168,793人分）は、祈念館の追悼空間の名

簿棚に納められ、8月 9日の平和祈念式典に奉安されます。

ア
ジ
ア
青
年
平
和
交
流
事
業

自
分
た
ち
が
考
え
る
国
際

・

平
和
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

企
画
募
集
、

発
表

・
審
査
会
の
お
知
ら
せ

　

今
年
も
、
長
崎
県
内
の
若
者
に
よ
る
「
自
分
た

ち
が
考
え
る
国
際
・
平
和
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

企
画
を
募
集
し
ま
す
。
若
者
ら
し
い
自
由
な
企
画

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
若
者
自
身
の
手
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施

に
取
り
組
ん
で
も
ら
う
前
に
、
応
募
の
あ
っ
た
企

画
を
協
会
か
ら
の
委
託
事
業
と
し
て
認
定
す
る
た

め
の
発
表
審
査
会
を
開
催
し
ま
す
。
長
崎
の
若
者

の
企
画
力
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

実
際
に
取
り
組
ん
だ
企
画
の
成
果
報
告
会
は
、

来
年
３
月
に
開
催
予
定
で
す
。

①
募
集
期
間　

6
月
15
日
～
8
月
31
日

②
募
集
対
象　

長
崎
県
内
の
高
校
生
、
大
学
生

③
募
集
テ
ー
マ

自
分
た
ち
が
考
え
る
国
際
・
平
和
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

発表 ・ 審査会
日時 ： 9 月 11 日 （日）

13 ： 30 ～ 16 ： 30

会場 ： 追悼平和祈念館地下 2 階

　　　　　交流ラウンジ

通常理事会・定時評議員会を開催しました

　

５
月
16
日
に
通
常
理
事
会
を
、
同
月
30
日
に

定
時
評
議
員
会
を
、
原
爆
資
料
館
平
和
学
習
室

に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　

通
常
理
事
会
で
は
、
平
成
27
年
度
の
「
協
会

事
業
報
告
」
、
定
時
評
議
員
会
で
は
、
平
成
27

年
度
の
協
会
決
算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

人
事
異
動
に
伴
う
新
任
の
評
議
員
と
理
事
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
28
年
５
月
30
日
以
降
の
理
事
・
監
事
、

評
議
員
の
方
々
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

（
敬
称
略
）

【理 事 24 人】
（理事長）横瀬 昭幸　（副理事長）舩山 忠弘、升本 由美子

今福 雅彦、大倉 信弘、小笠原 一弘、小野原 善一郎、川副 忠子、

北川 淳、塩田 淑文、下窄 英知、末永 浩、谷口 稜曄、

中嶋 照次、中島 正德、中村 明俊、中村 キクヨ、中山 明子、

深堀 好敏、本田 貞勝、槇 洋子、正林 克記、三根 眞理子、吉田 睦子

【監 事　2 人】 佐藤 宏文、山本 博貴

【評議員 25 人】
秋吉 直美、尼﨑 正明、池田 昌平、内田 伯、金冨 竹志、河野 武士、

熊江 雅子、桑原 伸良、佐古 竜二、芝野 由和、進藤 卓也、

中川 正仁、仁田 豊文、林田 克己、平川 茂子、平山 サナエ、

舩本 貴之、牧 清、増沢 一彦、松尾 博臣、水町 初江、宮下 正己、

山口 八重子、山本 正興、渡部 明

長崎の若者が

平和への

取り組みを

■昨年度認定された４チームの企画■

長崎外国語大学
「国際交流プロジェクト」

長崎大学
「Peace'story JPN」

長崎県立大学
「金村研究室」

活水高等学校平和学習部
「ふりそでプロジェクト」



平
成
二
十
八
年
六
月
三
十
日
発
行

印
刷
　
　
　
株
式
会
社
　
藤
木
博
英
社

本
紙
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

TOPICS! へいわトピックス
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原爆死没者の遺影・氏名登録及び体験記募集
　国立長崎原爆死没者追悼平和祈念館では、原爆死没者の方のご遺影やお名前の登録（原則遺族の方か
ら）を募集しております。お寄せいただいたご遺影やお名前は、長崎・広島の両祈念館で公開いたします。
また、被爆の実相を後世に伝えるために、被爆体験記も募集しております。皆さまのご協力をお願いい
たします。
　【問合せ】追悼平和祈念館 　☎ 095-814-0055　http://www.peace-nagasaki.go.jp/

賛助会員（団体・法人）の一覧は協会ホームページに掲載しています。ご支援・ご協力誠にありがとうございます。

今年も「被爆者健康講話」が始まりました
　長崎大学原爆後障害医療研究所と連携して、被爆者の方の健康維持に役
立つ健康講話を 6月から来年 3月まで毎月 1回（原則第 3木曜日）に全 10回、
長崎会場と五島会場で開催します。
　第 1回は 6月 30 日に、長崎大学原爆後障害医療研究所の高村昇教授に「解
ければあなたも医者になれる？生活習慣病クイズ」をテーマにご講話いた
だきました。被爆者の方だけでなく、一般の方も参加いただけます。
　皆さまのご来場をお待ちしています。

日　時 場　所 テーマ 講　師

第 2回 7月21日（木）
14:00～15:00

追悼平和祈念館研究室
福江総合福祉保健センター

知っておきたい
エコノミー症候群

長崎大学医学部保健学科
吉田浩二助教

第 3回 8月18日（木）
14:00～15:00

追悼平和祈念館研究室
福江総合福祉保健センター

感染を予防するため
のからだづくり

長崎大学原爆後障害医療研究所
浦田秀子教授

　【問合せ】追悼平和祈念館 　☎ 095-814-0055　http://www.peace-nagasaki.go.jp/

「会員の広場」 にお便りをお寄せください！
　平和推進協会では、会員の皆さまよりお便りを募集します。会報をご覧になってのご意見、ご感想、
お便りなど、会員の皆さまの声をお寄せください。投稿いただいた声は、広報委員会を経て、「会員の広場」
で会報「へいわ」に掲載させていただきます。

E-mail アドレス：info@ peace-wing-n.or.jp  
〒852-8117 長崎市平野町 7-8　（公財）長崎平和推進協会「会員の広場」係

＊投稿は、200 字以内でお願いします。また、匿名の投稿は、ご遠慮ください。

世界の核弾頭の数
ロシア 米　国 フランス 中　国 英　国 イスラエル パキスタン インド 北朝鮮 合計

2015年
6月1日 ～7,500 ～7,200 300 250 215 80 100～120 90～110 ＜10 ～15,700

2016年
6月1日 ～7,300 ～7,000 300 260 215 80 100～130 100～120 ＜10 ～15,350

長崎大学核兵器廃絶研究センター（RECNA）提供　http://www.recna.nagasaki-u.ac.jp/
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